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 イエスにとって行動を起こす動機は、はらわたをつき動かされたということなので

す。ですから、わたしたちも、はらわたをつき動かされることがない間は、あまり無理し

て建て前だけで、「さあ、福音を宣べ伝えましょう」と走りまわるようなことはしない方が

いいかもしれません。どうせ、ろくなことをやりはしませんから。伝えてあげよう、教え

てやろう、知識を分けてあげようとか、上から目線で空まわりするのが関の山でしょ

う。・・・イエスははらわたをつき動かされ、手をのばしてその人を抱きしめ、「清められ

るよう に」と言った。するとらい病は去り、その人は清められた。イエスはその人に深

い感動をおぼえ、いそいでかれを追いやった。 （マルコ福音書１章４１～４３節） 

 らい病を患っているひとりの人が、イエスのもとにやって来た。ひざまずいて、「どう

か、お力でわたしを清めてください」（１章４０節）と願ったと言います。当時の宗教上の

偏見と、世間の人々の目ゆえにへりくだるしかなかった。本当に弱い立場に立たされ

た、らい病を患った人でした。 

 イエスには、その人を清める自信があったのでしょうか。どうも、そうではないようで

す。わたしたちは、イエスには、癒しのパワーがある、と当然のことのように期待しが

ちですが、福音書を読むかぎり、イエス自身は必ずしも自分には癒しのパワーがある

とは思っていなかった。「清めてください」と言われれば、「清められたらいいね」と返す

しかない。「清められるように」とはそんなことばです。そして、「手をのばしてその人を

抱きしめ」たと。 

 「抱きしめ」たと訳したギリシャ語のハプトマイですが、従来、さわる、ふれるといっ

た、軽くタッチするというニュアンスで訳されてきました。・・・ところが、ハプトマイは、英

語に訳せば「ファッスン・ヒムセルフ・トゥ」、「クリング・トゥ」、「レイ・ホールド・オブ」とな

る。しっかりとかき抱く、抱きしめるという意味なのです。・・・出血病を患っている女性

が群集の中にまぎれてイエスのそばに近寄って行き、こっそりその着物につかまっ

た、という箇所（マルコ福音書５章２５～３４節）がありますが、そこもハウプトマイで

す。 

そこは、「クリング・トゥ」で、着物をしっかり握ったということです。「助けて」という思い

を込めて握りしめるわけです。さわったとかふれたなどというニュアンスではありませ



ん。・・・したがって、らい病を患う人を「手をのばして」、ハウプトマイしたとは、すなわ

ち抱きしめたということなのです。そして、「清められるように」、清められたらいいねと

願いをこめて言った。「するとらい病は去り、その人は清められた。」・・・「治ればいい

ね」と思って、らい病の人とかかわるイエスのやり方が、結果的に病を治してしまっ

た。そのことに本人が驚くというように。この時代のらい病は、けがれというだけでは

なく、神から呪われている印としての病気なのだと思われていましたから、イエスのか

かわりはそのけがれを共有しようとするものなのでした。せめて、いっしょに癒しを願

おう、と。すると、結果的に治ってしまったというのです。 
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